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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
永
井
和

子
で
す
。私
は
こ
の
時
期
に
な
る
と
、楽
し
み
に
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、成
章
高
校
吹
奏
楽
部

の
定
期
演
奏
会
で
す
。今
回
は
、間
近
に
迫
っ
た
定
期
演

奏
会
に
向
け
て
、一
生
懸
命
練
習
し
て
い
る
吹
奏
楽
部

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

 

成
章
高
校
吹
奏
楽
部
と
は

　

成
章
高
校
吹
奏
楽
部
は
１
９
６
１
年
に
創
部
さ
れ

た
、県
下
で
も
最
も
古
い
歴
史
を
誇
る
吹
奏
楽
部
の一

つ
で
、部
員
数
は
現
在
81
名（
２
月
末
）で
す
。部
訓
の

『
☆
皆
星
☆
』は
、一
人
ひ
と
り
が
輝
く
バ
ン
ド
を
目
指

す
と
い
う
意
味
で
、地
域
に
根
ざ
し
た
音
楽
活
動
を

大
切
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
。部
員
の
皆
さ
ん
は
、〝
聴

く
人
の
心
を
ふ
る
わ
せ
る
あ
っ
た
か
い
音
楽
づ
く
り
〞

を
目
標
に
、練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。夏
の
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
東
海
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
11
回
出
場
、

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
は
２
回
出
場
、定

期
演
奏
会
の
ほ
か
に
学
校
行
事
や
田
原
市
音
楽
祭

な
ど
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
昨
年
は
、初
め

て
渥
美
病
院
の
病
院
祭
で
も
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

　

 

定
期
演
奏
会

　

毎
年
３
月
下
旬
に
、吹
奏
楽
部
の
一
年
の
集
大
成

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
の
が
定
期
演
奏
会
で
す
。

こ
の
定
期
演
奏
会
に
は
、大
勢
の
地
域
の
皆
さ
ん
が

聴
き
に
来
て
い
て
、毎
回
立
ち
見
客
が
出
る
ほ
ど
の

盛
況
ぶ
り
。私
も
何
度
か
足
を
運
ん
だ
こ
と
が
あ
る

の
で
す
が
、ど
の
演
奏
曲
も
素
晴
ら
し
く
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。来
年
は
創
部
50
周
年
記
念
と
し
て
、ア

イ
プ
ラ
ザ
豊
橋
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

 

定
期
演
奏
会
の
見
ど
こ
ろ
は

　

今
回
の
定
期
演
奏
会
の
見
ど
こ
ろ
を
聞
く
と
、

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
！
」と
声
を
そ
ろ
え
る
部
員
た

ち
。今
年
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
テ
ー
マ
は
、『
羊
飼
い
の
娘

と
え
ん
と
つ
掃
除
屋
さ
ん
』で
す
。第
７
回
の
定
期
演

奏
会
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
取
り
組
み
、今
や
成
章
高

校
吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏
会
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。吹
奏
楽
部
が
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
に
挑
戦
す
る
の
は
、全
国
で
も
珍
し
い
そ
う
で

す
。夏
の
大
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
、部
員
た
ち
で
配
役

な
ど
を
決
め
て
練
習
し
て
き
ま
し
た
。台
本
の
ア
レ

ン
ジ
や
衣
装
、舞
台
、道
具
な
ど
の
す
べ
て
が
、部
員
た

ち
の
手
で
つ
く
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。衣
装
も

本
格
的
で
、昨
年
の
定
期
演
奏
会
で
は
見
に
来
た
方

た
ち
も
驚
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

成
章
高
校
吹
奏
楽
部
は
、先
輩・後
輩
も
関
係
な
く
、

和
気
あ
い
あ
い
と
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。定
期

演
奏
会
は
今
年
で
ち
ょ
う
ど　

回
目
。演
奏
会
の
成
功

を
目
指
し
、授
業
後
の
練
習
に
も
熱
心
に
取
り
組
む
部

員
た
ち
。今
後
も
部
員
た
ち
が
、ま
す
ま
す
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

練
習
に
は
、顧
問
の
先
生
を
は
じ
め
、吹
奏
楽
部

を
巣
立
っ
た
先
輩
た
ち
も
時
々
か
け
つ
け
て
く
れ
て

指
導
し
て
い
る
そ
う
で
す
。部
員
た
ち
は
多
く
の
こ

と
を
学
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、顧
問
の

鈴
木
孝
育
先
生
に
つ
い
て
は
、「
進
路
指
導
主
事
の
先

生
で
も
あ
り
、卒
業
後
の
進
路
の
こ
と
に
つ
い
て
も
親

身
に
な
っ
て
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
」と
、部

員
の
方
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
平
成　

年
度
吹
奏
楽
部
部
長 

小
川
紗
也
香
さ
ん
か
ら
一
言

　

顧
問
の
先
生
や
先
輩
方
、家
族
、地
域
の
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
３
年
間
や
っ
て
こ
れ
た
と
思
い
ま
す
。私
た
ち

は
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、定
期
演
奏
会
を
成
功
さ

せ
、皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
演
奏
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

一人
ひ
と
り
が
輝
く
バ
ン
ド
を
目
指
し
て

一人
ひ
と
り
が
輝
く
バ
ン
ド
を
目
指
し
て
活
動

愛
知
県
立
成
章
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
を
訪
ね
て

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

　
部
員
の
皆
さ
ん
か
ら
一
言

　

今
ま
で
先
輩
た
ち
が
つ
く
り
あ
げ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
よ

り
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

来
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
さ
ん
か
ら〝
も
う
一
度
見
た
い
〞と

言
わ
れ
る
よ
う
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●真剣な表情で練習に取り組む部員たち●ミュージカルの練習は迫力満点

１０

２１

か
い 

せ
い

た
か 

や
す

●ミュージカル『羊飼いの娘とえんとつ掃除屋さん』
古い屋敷にある陶器の羊飼いの娘の人形と煙突
掃除の人形の物語で、子どもからお年寄りまで楽し
んでいただけるようにアレンジされています。

広報サポーター
永井和子

■日　時　3月28日(日)
　　　　　開演14：00（開場13：30）　
■会　場　渥美文化会館文化ホール
■入場料　無料
■内　容　第一部／クラシックステージ
　　　　　第二部／ミュージカルステージ
　　　　　第三部／
　　　　　OG･0Bステージ・ポップスステージ
■問合先　成章高校　22局0141
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校区の概要

　六連校区は、中心市街地の南東
に位置し、豊橋市に接しています。
南は勇壮な太平洋を望み、景観豊
かな海食岸や崖森、丘陵地が織り
成す広大な農用地を抱えた地域
で、長上・久美原・浜田・百 ・々新浜
の５つの地区で構成されていま
す。農業は専業農家が半数を占め、
豊川用水の通水や農林総合整備事
業により施設栽培も盛んとなり、
多種の果菜を生産しています。夏
はスイカ、冬はセロリが六連の特
産品となっています。人気の観光
地引き網も数多く行われ、穏やか
な波の日には釣人が絶えず、特に
近年はワラサが釣れることで、早
朝は砂浜が人で埋まるほどです。

郷土劇「あれ地に水を」

　六連小学校では、４年生が学芸

会で「あれ地に水を」の劇を上演す
ることが恒例となっています。こ
の劇は、昭和初期に富山村から六
連の地に移住した12人の開拓者の

様子を描いたものです。劇では、赤
褐色のやせ地を鍬による手作業で
耕す様子や、苗にかける水を遠く
離れたため池から桶とリヤカーで
何度も運ぶ様子など、当時の苦労
や努力などが紹介されています。
今では、開拓の様子を知る人が少
なくなりましたが、校区の歴史を
今に伝える大切な文化行事となっ
ています。

おたがまつり

　長仙寺では、毎年３月の第二日
曜日に、渥美半島に春を呼ぶ祭り
として有名な「おたがまつり」が行
われています。中でも、人々が糸ま
りを奪い合う呼びものの「玉取り」
は、表浜の網元の若衆たちが、網の

威信をかけ、神仏の加護を受ける
ために競い合ったのが始まりと伝
えられています。

校区の活動

　先人の築いてきた地域への愛着
心、思いやりある人と人との結び
付きの精神を引き継ぐため、校区
民のふれあいの機会の場として、

「夏まつり（盆踊り）」「市民館まつ
り」を行っています。このイベント
は年々盛況になっており、バザー
や餅つき大会は大変な人気です。
校区では、住民や後継者の将来に
とって安心・安全で豊かな環境づ
くりを、みんなの参加と協働で行
っています。

●

校
区
自
己
紹
介
⑳

●久美原海岸

基 礎 デ ー タ
【人口】 1,815人（H22.1.31現在）

【世帯】 582世帯（H22.1.31現在）

【面積】 約710ha
【公共施設】 六連保育園・六連小学校
【文化財・史跡】 長仙寺（山門・仁王像・護摩堂）・

百々陶器窯跡
【主な産業】 農業

●おたがまつり（玉取り）

●あれ地に水を

●開拓者とその家族（昭和12年ごろ）
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２０

食育と健康教育
の取り組み

　　  家庭・地域と連携した食育（赤羽根小学校）
　　  学校給食文部科学大臣表彰受賞

　赤羽根小学校では、文部科学省と愛知県から委嘱を受
け、家庭や地域と連携しながら、子どもたちの食生活を
改善する活動に取り組んでいます。
　子どもたちが栽培した野菜は、夏野菜だけでも28品
目ありました。収穫した野菜は、調理実習や親子料理教
室で使うだけでなく、給食で使ったり、家庭でも調理し
てもらったりしました。食育に協力していただいている

「にんじんの会」の方に、低学年は野菜作りを、４年生は
手打ちうどん作りを教えていただきました。５年生は農
家の方の指導で、学校の温室でメロンとイチゴを栽培し
ました。６年生は、保護者の方にアジの開き方やフィリ
ピン料理の作り方を教えていただきました。
　自分で育てて食べる体験は、野菜への愛着や感謝にも
つながり、野菜嫌いも自然に克服され、給食をほとんど
残さなくなりました。

自ら進んで体力づくり（福江小学校）
愛知県健康推進学校特別優秀校表彰受賞

　福江小学校では、放課になると子どもたちが、寒い時
期でも運動場に飛び出して元気よく遊んでいます。
　昨年の11月下旬から12月下旬までは、マラソンに取
り組みました。毎日、マラソンカードに何周走ったかを
記録しました。中には毎日20周近く走る子もいました。
子どもたちは、持久走大会に向けて自己記録の更新を
目標にがんばっていました。 
　１月の運動場では、短縄跳びチャンピオンを目指し
て、放課に練習したり、先生に教えてもらったりする子
どもたちの姿が見られました。短縄大会では、短縄跳び
の級が上がり、飛び上がって喜ぶ子どもたちがたくさ
んいました。２月には、学級ごとに長縄跳びにチャレン
ジしました。長縄大会に向けて、どの学級でも声を掛け
合ったり、何度もみんなで挑戦したりして、まとまって
いく子どもたちの成長を見ることができました。  

　各学校では、お米や野菜の栽培、調理を通しての食育、授業や
放課、行事などを利用した体力づくりを行っています。今回は、
赤羽根小学校と福江小学校の取り組みについてご紹介します。 ●学校教育課２３局３６７９

◦親子鬼まんじゅう作り

◦自己記録の更新を目指して

◦みんなで短縄跳びの練習

◦育てたジャガイモは給食のカレーに
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たはらシティニュース

陸
上
長
距
離
部
の
概
要

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
陸
上
長
距
離
部
は
昭

和
60
年
２
月
に
発
足
し
、昭
和
61
年
６

月
、活
動
拠
点
を
豊
田
市
の
本
社
か
ら
田

原
工
場
に
移
動
し
ま
し
た
。以
後
、ト
ヨ

タ
自
動
車
の
５
つ
あ
る
強
化
部（
ラ
グ
ビ

ー
部
な
ど
）の
１
つ
と
し
て
活
動
中
で
す
。

　

平
成
19
年
は
低
迷
し
て
い
ま
し
た
が
、

翌
年
４
月
に
陸
上
界
の
名め

い
は
く
ら
く

伯
楽
と
い
わ

れ
る
佐
藤
敏
信
新
監
督（
元
コニ
カ
ミ
ノ
ル

タ
チ
ー
ム
の
ヘッ
ド
コ
ー
チ
）が
就
任
し
て

以
来
、「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
」で
５
位
入

賞
、「
中
部
実
業
団
対
抗
駅
伝
」「
名
岐

駅
伝
」で
優
勝
す
る
な
ど
、ト
ッ
プ
を
狙

え
る
チ
ー
ム
に
成
長
し
ま
し
た
。

監
督
・
キ
ャ
プ
テ
ン
か
ら

市
民
の
皆
さ
ん
へ

　

私
た
ち
は
、白
谷
海
浜
公
園
陸
上
競

技
場
な
ど
で
練
習
し
て
い
ま
す
。こ
の
す

ば
ら
し
い
環
境
の
中
で
チ
ー
ム
を
強
化

し
、元
旦
に
開
催
さ
れ
る「
ニュ
ー
イ
ヤ
ー

駅
伝
」で
の
優
勝
を
目
標
に
掲
げ
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、今

後
も
ご
理
解

と
ご
協
力
、そ

し
て
温
か
い
ご

声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
実
績

全国で活躍する田原市内の実業団

トヨタ自動車陸上長距離部
　田原市内に活動拠点を置く

『トヨタ自動車陸上長距離部』
から活動リポートが届きました
のでご紹介します。
　各地の大会で活躍し、「田原
市」の名前を全国に広めていた
だいている選手やスタッフの皆
さん。市内で練習する姿を見か
けたら、ぜひ温かい声援を送り
ましょう。●選手とスタッフの皆さん

●選手は市内に在住し、
田原工場に勤務。そして、
身近な場所で日々練習に
励んでいます。

【市内練習拠点】
・白谷海浜公園陸上競技
場（写真上）・蔵王山周辺

（写真左）・衣笠山・三河港
大橋・浦町～田原市街・ト
ヨタ自動車田原工場厚生
施設内など

佐藤監督熊本キャプテン

◦
駅
伝
の
実
績

◦
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝

　
︵
全
日
本
実
業
団
対
抗
駅
伝
︶

　

２
０
０
２
年
＝
４
位（
過
去
最
高
）

　

２
０
０
９
年
＝
５
位

　

２
０
１
０
年
＝
５
位

◦
名
岐
駅
伝

　

２
０
０
９
年
＝
優
勝

　

２
０
１
０
年
＝
優
勝

◦
中
部
実
業
団
対
抗
駅
伝

　

２
０
０
８
年
＝
２
位

　

２
０
０
９
年
＝
優
勝

◦
選
手
個
人
の
実
績

◦
高
橋
謙
介
選
手

　

ベ
ル
リ
ン
マ
ラ
ソ
ン
＝
９
位

　

東
京
マ
ラ
ソ
ン
２
０
０
９
＝
３
位

◦
尾
田
賢
典
選
手

　

世
界
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
出
場

●2010名岐駅伝

●2010ニューイヤー駅伝

●2009中部実業団対抗駅伝
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介
護
を
必
要

と
す
る
高
齢
の

方
や
障
害
の
あ

る
方
が
、
地
域

社
会
で
充
実
し

た
日
常
生
活
を
送
る
た
め
の
身
体
介
護
、

生
活
介
護
の
技
術
や
相
談
、
助
言
を
行
う

た
め
に
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
研
修
で
す
。

▼
対
象
＝
義
務
教
育
を
修
了
し
た
方
で
全

講
座
受
講
可
能
な
方　

▼
受
講
期
間
＝
４

月
17
日（
土
）
～
９
月
25
日（
土
）　

▼
開

催
日
＝
ほ
ぼ
隔
週
金
・
土
・
日
曜
日

▼
開
催
場
所
＝
田
原
福
祉
専
門
学
校　

▼
追
加
募
集
人
数
＝
３
名
（
先
着
順
／
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）　

▼
受

講
料
＝
７
万
円
／
免
除
規
定
あ
り
（
受
講

開
始
日
前
３
か
月
以
上
田
原
市
民
で
あ
る

方
、
ま
た
は
現
に
市
内
で
介
護
業
務
ま
た

は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
に
３
か
月
以
上
従

事
し
て
い
る
方
は
無
料
）
／
別
途
テ
キ
ス

ト
代
５
０
０
０
円
程
度
必
要　

▼
申
し
込

み
＝
３
月
23
日（
火
）か
ら
４
月
２
日（
金
）

ま
で
に
田
原
福
祉
専
門
学
校
に
あ
る
申
込

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
鈴

木
貞
敏
さ
ん
（
赤
羽
根
町
）
の
任
期
が
満

了
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
委
員
と
し
て

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
２
月
８
日
か

ら
平
成
25
年
２
月
７
日
ま
で
の
３
年
間
で

す
。

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

（
申
込
申
請
書
は
田
原
福
祉
専
門
学
校
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
提

出
も
可
）

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

　

senm
on@

city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.tchs.ac.jp/

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

鳴
き
声
を
楽
し
む
た
め

に
国
内
の
野
鳥
を
飼
う
「
愛

玩
飼
養
」
に
は
、
許
可
が

必
要
で
す
。
知
事
の
許
可
を
受
け
て
野
鳥

を
捕
獲
し
た
う
え
で
、
田
原
市
長
が
発
行

す
る
「
鳥
獣
飼
養
登
録
票
」
の
交
付
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
登
録
を
受
け

る
と
、野
鳥
に
は
足
環
が
着
け
ら
れ
ま
す
） 

　

愛
玩
飼
養
目
的
の
捕
獲
許
可
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
野
鳥
は
、
現
在
、
メ
ジ
ロ

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
飼
う
こ
と

が
で
き
る
メ
ジ
ロ
は
、
１
世
帯
に
つ
き
１

羽
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
、
東
三
河
県
民
事
務
所
環
境
保
全
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
東
三
河
県
民
事
務
所
環
境
保
全
課

☎（
０
５
３
２
）54
局
５
１
１
１

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
８
８

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

新
し
い
生
活
が
始
ま
る
４
月
。
通
学
路

に
不
慣
れ
な
新
１
年
生
が
、
交
通
事
故
に

遭
う
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
暖

か
く
な
り
、
高
齢
者
が
散
歩
な
ど
で
外
出

す
る
機
会
や
、
歓
迎
会
な
ど
で
飲
酒
す
る

機
会
が
増
え
、
高
齢
者
や
飲
酒
運
転
に
よ

る
交
通
事
故
の
発
生
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
飲
酒
運
転
を

な
く
し
、
子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け
た

ら
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

◉
重
点
目
標

▲

子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守  

　
ろ
う

▲

す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う

▲

自
転
車
の
安
全
利
用
を
進
め
よ
う

▲

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員

田
原
福
祉
専
門
学
校
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
科
２
級
コ
ー
ス 

受
講
生
追
加
募
集

メ
ジ
ロ
の
愛
玩
飼
養
に
は

許
可
が
必
要
で
す

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
　

４
月
６
日
火
～
15
日
木

鈴木貞
さ だ と し

敏さん
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地
域
の
皆
さ
ん
と
防
犯
協
会
や
警
察
が

協
力
し
合
い
、
身
の
回
り
に
危
険
を
及
ぼ

す
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
活
動
を
行
い
ま

す
。
地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
活
動
を
行
い
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

◉
ス
ロ
ー
ガ
ン
﹁
３
Ｎな

い

運
動
﹂

▲

犯
罪
に
あ
わ
な
い

▲

犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い

▲

犯
罪
を
見
逃
さ
な
い

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
２
月
10
日
、
中
部
電
力
株
式
会
社
様
か

ら
、
緑
化
推
進
と
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
１
２
０
本
、
ア

ジ
サ
イ
17
本
、
サ
ツ
キ
ツ
ツ
ジ
91
本
、
ヒ

ラ
ド
ツ
ツ
ジ
１
２
２
本
、
マ
ル
バ
シ
ャ
リ

ン
バ
イ
20
本
。

▼
２
月
26
日
、
田
原
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
か
ら
、
地
域
福
祉
の
た

め
、
金
20
万
円
。

春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

　
　
　

４
月
１
日
木
～
10
日
圡

❶フラワー作品コンテスト

▼募集作品＝寄せ植え（鉢など置くタイプの容器で 50 ㎝四
方以内）　 ▼募集点数＝ 50 点（一人２点まで／先着順）

▼出展料＝無料　 ▼その他＝優秀作品には賞品があります。
❷フラワー教室

▼教室名・時間など＝表のとおり　 ▼場所＝田原文化会館

▼その他＝完成した作品は、お持ち帰りいただけます。
◉申し込み
❶❷のいずれも４月 12 日（月）までに電話またはＦＡＸ・
Ｅメールにて（ＦＡＸ・Ｅメールの場合は住所・氏名・電
話番号・参加希望部門・教室名を明記）

▼街づくり推進課
☎ 23 局３５２３　  23 局０１８０
　 machi@city.tahara.aichi.jp

赤十字親子防災教室
～もしもの時、親子で助け合おう！～

赤十字ボランティアと一緒に、災害時
の炊き出しや、幼児の応急手当を体験
し、親子で防災意識を高めませんか。

▼対象＝小学校高学年とその保護者　

▼時間＝午前 10 時～正午　 ▼会場＝田
原文化会館（多目的ホール、はなのき広
場）　 ▼内容＝炊き出し、幼児の応急手当、
クイズなど　 ▼定員＝ 30 組（先着順）

▼参加料＝無料　 ▼申し込み＝４月12 日
（月）までに電話またはＦＡＸ・Ｅメー
ルにて（ＦＡＸ・Ｅメールの場合は住所・
親子の氏名・児童の学年・電話番号を明記）

▼福祉課
☎ 23 局３５１２　  23 局３５４５
　 fukushi@city.tahara.aichi.jp

教室名 時間 参加料 定員
ハンギングバスケット教室
講師 ▼ガーデリア・ジジ

10：00～10：40 1200円
20名

（先着順）

コンテナガーデン教室
講師 ▼ガーデリア・ジジ

13：00～13：40 800円
30名

（先着順）

ハーブリース教室
講師 ▼金田由起子さんほか

11：00～11：50
500円

各20名
（先着順）13：30～14：20

フラワーアレンジメント教室
（フラワーアレンジメントラッピング）
講師 ▼シルビアフラワーデザイン優花

10：00～14：00
（随時参加できます） 500円

50名
（先着順）

■フラワー教室

参加者募集

４/18
　日

▲

日時＝４月18日（日）午前９時～午後３時

▲

場所＝はなのき広場・田原文化会館

▲

内容＝植木市、用土・花苗などの販売、苗木の無料配布、手作
り花壇展示、フラワー教室、フラワー作品コンテストなど

みんな おいでよ！

第７回市民緑花まつり第７回市民緑花まつり

参加者募集

◦昨年の炊き出しの様子（開催地：小牧市）
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最
近
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
が
普
及
し
始

め
て
い
ま
す
。
消
費
電
力
は
白
熱
電
球
の

約
10
分
の
１
、
電
球
の
寿
命
は
約
40
倍
に

も
な
り
ま
す
。
価
格
は
白
熱
電
球
や
電
球

型
蛍
光
灯
に
比
べ
て
少
し
高
め
で
す
が
、

長
期
間
使
え
ば
環
境
面
だ
け
で
な
く
経
済

面
に
も
優
し
い
電
球
で
す
。
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

は
、
す
ぐ
に
明
る
く
な
り
点
滅
に
強
い
の

で
、
ス
イ
ッ
チ
の
切
り
替
え
が
多
い
ト
イ

レ
の
照
明
な
ど
に
お
薦
め
で
す
。

　

電
球
を
交
換
す
る
際
な
ど
に
、
検
討
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
６
０
８
人・
事
業
所
24
か
所（
２
月
末
現
在
）

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

◉
地
球
温
暖
化
防
止
④

　

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

２
月
の
省
エ
ネ
月
間
に
合
わ
せ
て
、
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
事
業
所
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
使
用
量
を
減
ら
し
、
地
球
温
暖
化
防
止

の
活
動
を
広
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
で

す
。
今
回
の
実
施
で
も
、
市
内
の
多
く
の

事
業
所
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
大
き
な
成

果
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

消
灯
の
ほ
か
、
照
明
器
具
の
清
掃
や
ノ

ー
カ
ー
デ
ー
の
実
施
、
冷
蔵
庫
の
省
エ
ネ

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
ティ
構
想

47

ゴミゴミンと
リサイクル
レンジャー

昨
年
の
４
月
１
日
か
ら
レ
ジ
袋
を
有
料
化
し
て
、
も
う
す

ぐ
一
年
が
経
過
し
ま
す
。
今
回
は
、
レ
ジ
袋
削
減
の
成
果

な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

レ
ジ
袋
の
辞
退
率

は
ど
の
く
ら
い
？

▼
清
掃
管
理
課

　

23
局
３
５
３
８

　

23
局
０
１
８
０

レ
ジ
袋
の
有
料
化
は
、現
在
市
内　

店
舗
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、各
店
舗

に
お
い
て
、継
続
し
て
高
い
辞
退
率
を

維
持
し
て
い
ま
す
。

◉
辞
退
率
の
推
移

•
４
月　
　
・３
％

•
５
月　
　
・８
％

•
６
月　
　
・９
％

•
７
月　
　
・０
％

•
８
月　
　
・２
％

•
９
月　
　
・１
％

　

※　

月
以
降
の
辞
退
率
に
つ
い
て
は
、３

　

月
末
ま
で
の
辞
退
率
と
合
わ
せ
て
ご
報

　

告
し
ま
す
。

◉
４
月
か
ら
９
月
の
間
に
削
減
さ

　

れ
た
レ
ジ
袋
に
つ
い
て

•
削
減
さ
れ
た
レ
ジ
袋
枚
数

　

２
9
９
万
８
８
２
３
枚

•
削
減
さ
れ
た
レ
ジ
袋
重
量

　
（
1
枚
／
9
・
9
ｇ
換
算
）

　

２
万
９
６
８
８

•
削
減
さ
れ
た
C
O 

の
排
出
量

　

１
７
８
ｔ　

　

※
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る　

　
　

C
O 

の
約　

年
分

何
が
ど
の
く
ら
い

削
減
さ
れ
た
の
？

レ
ジ
袋
の
削
減
は
、ご
み
の
減
量
化
と

Ｃ
Ｏ 

削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一つ

で
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、マ
イ
バ
ッ
ク

で
の
買
い
物
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１５

８７８８８９８９８９８９

３０
2

2

2

ｋｇ

１０
レ
ジ
袋
は
便
利
だ
け
ど
、レ
ジ
袋
を

作
る
た
め
に
、貴
重
な
天
然
資
源
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
。

マイバッ
グ

▪
実
施
結
果

・
期
間　

15
日
間（
２
月
１
日
～
15
日
）

・
参
加
事
業
所　

67
事
業
所

・
削
減
電
力
量　

約
１
万
２
０
０
０
kWh

・
Ｃ
Ｏ
２

削
減
量　

約
８
０
０
０
kg

※
原
油
に
す
る
と
約
３
２
０
０
リ
ッ
ト
ル     

　

の
削
減（
ド
ラ
ム
缶
18
本
相
当
）

▪
主
な
実
施
内
容

・
休
憩
時
間
・
就
業
時
間
前
後
の
消
灯

・
エ
ア
コ
ン
稼
働
時
間
の
調
節
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58

防
災
ま
め
知
識

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

エ
ル
ピ
ー

こ
ん
に
ち
は
、“
か
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
今
回
は
、
ご
家
庭
で
よ
く
利

用
さ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
安
全
チ
ェ
ッ

ク
に
つい
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
チ
ェ
ッ
ク

　

図
の
よ
う
に
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ

が
鎖
や
金
具
な
ど
で
し
っ
か
り
と
固
定

さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
固
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
金
具
な

ど
が
外
れ
か
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
販

売
店
・
取
扱
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▪
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク

　
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
は
、
ガ
ス
の
流
れ
や

圧
力
な
ど
に
異
常
が
発
生
し
た
場
合
、

自
動
的
に
ガ
ス
を
遮
断
し
た
り
、
警
告

を
表
示
し
た
り
す
る
機
能
を
も
っ
た
保
安
ガ

ス
メ
ー
タ
ー
で
す
。
異
常
が
発
生
し
た
場
合

は
、
図
の
よ
う
に
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
覚

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◉
ガ
ス
が
遮
断
さ
れ
た
場
合
の
復
帰
方
法

1
器
具
栓
、
ガ
ス
栓
を
す
べ
て
閉
め
る

2
メ
ー
タ
ー
左
側
に
あ
る
復
帰
ボ
タ
ン
を

押
す
と
「
ガ
ス
止
」
の
文
字
が
消
え
る

3
液
晶
の
文
字
と
赤
ラ
ン
プ
が
１
分
間
程

度
点
滅

4
文
字
と
赤
ラ
ン
プ
が
消
え
、
復
帰
完
了

※
復
帰
し
な
い
場
合
は
、
販
売
店
・
取
扱

店
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
地

震
な
ど
の
災
害
後
は
、
販
売
店
・
取
扱
店

の
点
検
を
受
け
て
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

愛・地球博で結ばれた友情　ラオス人民民主共和国との交流
今回は、農業分野などで交流を行っているラオスとの交流をご紹介します。

りの研修を行いました。
　また、平成20年度は、農
業専門家を田原市からサイ
タニー郡に派遣し、現地で
バラの定植を支援しました。
そして今年度は、農業専門
家を３回派遣し、バラ栽培の指導を行いました。

　帰国した研修生たち
は、田原市で学んだ技術
や試験栽培の経験を生
かしながら、きれいなバラ
が咲くように今も努力を重
ねています。
　田原市は、今後も支援
を続けていく予定です。

◉交流のきっかけ
　２００５年に開催された『愛・地球博』で、参加各国と
県内の市町村が交流を深めた「一市町村一国フレン
ドシップ」。田原市の相手国だったことが縁で、ラオス
のサイタニー郡と交流が始まりました。
◉農業研修事業－ラオスにバラを咲かせよう－
　Ｊ

ジ ャ イ カ

ＩＣＡ（独立行政法人国際協力機構）から「草の根
技術協力事業」の委託を受け、田原市では平成19年
度から３年間、ラオスでバラ栽培実現を目指す農業支
援プロジェクトを実施しました。
　平成19・20年度は、サイタニ
ー郡農業事務所職員を２名
ずつ、約４か月間にわたり研
修生として受け入れ、市内の
農家でバラ栽培技術や土づく

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。
▶広報秘書課☎２２局０１３８

▼

一面にバラが咲き誇る日を夢見て

鎖止め金具の例

ヒートン型 板型

●長時間使用し
た時または消
し忘れた時

A C
ガス止

●大量にガスが
漏れた時

C
ガス

●ゴム管や配管に
ヒビがあった時

※微妙な漏れが30
日以上続いた場
合、警告を表示

B

●地震が発生し
た時など

※震度5以上の揺
れで自動的にガ
スを遮断

CB
ガス止

▼

田原市内での研修の様子

▼

サイタニー郡で栽培指導
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虎
二
郎
は
、
教
育
に
対
し
て
も
多
く
発

言
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
く
つ
か
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

「
教
え
た
だ
け
の
こ
と
を
記
憶
さ
せ
る
の
が

教
育
で
は
な
い
。
教
え
た
だ
け
の
こ
と
を

模
倣
さ
せ
る
の
が
教
育
で
も
な
い
。
教
え

な
い
こ
と
を
発
明
し
、
発
見
し
、
創
作
す

る
と
こ
ろ
の
所い

わ
ゆ
る謂
創
造
の
力
を
、
わ
き
出

し
む
る
の
が
教
育
で
あ
る
。」

「
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
は
貧
乏
人
の
み
同
情
し

す
ぎ
た
。
貧
富
共
に
同
じ
様
に
見
え
な
け

れ
ば
本
当
の
愛
で
は
な
い
。
貧
乏
人
の
か

はわ

い
そ
う
な
事
は
知
っ
て
居
て
も
、
金
持

ち
や
上
流
人
を
憎
む
も
の
が
多
い
が
、
修

養
の
上
か
ら
見
れ
ば
貧
乏
人
と
少
し
も
違

ひい

な
い
ば
か
り
か
、
寧む

し

ろ
一
層
お
気
の
毒

な
点
が
あ
る
」

「
忠
君
愛
国
を
説
く
者
は
国
を
亡
ぼ
す
者
で

あ
る
。
我
が
君
主
た
る
が
故
に
敬け

い

せ
よ
、

我
が
国
家
た
る
が
為
に
愛
せ
よ
、
我
が
祖そ

廟び
ょ
う

た
る
を
以
て
崇あ

が

め
よ
、
と
い
ふう

の
は
真

の
大
愛
で
は
な
い
。
相
対
的
の
愛
で
あ
る

而し
か

も
是
を
観
念
と
し
て
注
ぎ
こ
ん
で
、
之こ

れ

を
他
に
強し

ひ
ん
と
す
る
に
至
っ
て
は
危
険

之
よ
り
甚は

な
は

だ
し
き
は
な
い
。
大
愛
は
絶
対

で
あ
っ
て
、
天
の
覆お

お

ふう

が
如
く
、
他
の
載の

す
る
が
如
く
、貴き

せ
ん賎
も
な
く
、階
級
も
な
く
、

貧
富
も
な
い
。
国
境
も
な
け
れ
ば
、
人
類

鳥
獣
の
差
別
も
な
い
。
天
皇
を
敬
す
る
心

も
鳥
獣
を
愛
す
る
念
も
大
愛
に
は
高こ

う
げ下
は

な
い
の
で
あ
る
。」

　

大
正
元
年
、
こ
の
よ
う
な
虎
二
郎
の
発

言
は
忠
君
愛
国
教
育
を
進
め
た
時
代
に
は
、

危
険
思
想
と
し
て
社
会
的
に
認
め
ら
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
日
本
が
、
太
平
洋
戦
争
に
導
か
れ

た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
虎
二
郎
の
警
告
は

ま
さ
に
先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　

虎
二
郎
は
別
の
語
録
で
、
教
育
の
根
本

に
あ
る
の
は
「
愛
」
で
、
そ
の
愛
は
「
太

陽
の
光
の
よ
う
な
愛
」
と
述
べ
、
愛
の
教

育
は
す
べ
て
の
人
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
し
て
い
ま
す
。
虎
二
郎
の
思
想
の
根

本
と
す
る
「
大
愛
」
は
、
す
べ
て
の
も
の

に
対
す
る
絶
対
的
な
愛
な
の
で
す
。

　

虎
二
郎
は
金
に
も
縁
が
な
く
、
強
制
的

に
教
え
よ
う
と
も
せ
ず
、
講
演
、
著
作
す

ら
も
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
記
も
後
年
、

誤
解
を
招
く
と
し
て
処
分
し
て
い
ま
す
。

田
原
が
誇
る
思
想
家
・
岡
田
虎と

ら
じ
ろ
う

二
郎
3

今
伝
わ
る
虎
二
郎
の
思
想
は
、
静
坐
の
会

や
日
常
の
中
で
聞
い
た
弟
子
や
知
人
た
ち

が
ま
と
め
た
も
の
な
の
で
す
。
静
坐
を
通

じ
て
伝
え
ら
れ
た
そ
の
言
葉
は
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
が
心
に
突
き
刺
さ
る
よ
う
に
鋭
い

で
す
が
、
温
か
さ
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
虎
二
郎
の
思
想
を
学
ぶ
べ
き
で

し
ょ
う
。

　

こ
こ
に
紹
介
し
た
も
の
は
『
伊
奈
森
太

郎
遺
稿
抄
』（「
静
坐
百
訓
補
説
」）
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
の
図
書
館
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
一
読
く

だ
さ
い
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼

【
表
紙
の
写
真
】ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
を
愛
情
こ
め
て

栽
培
し
て
い
る
農
家
さ
ん（
古
田
町
）

▼
田
原
市
の
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ

ア
の
平
成
18
年
農
業
産
出
額

は
、
市
町
村
別
で
全
国
１
位
。

生
産
農
家
の
お
宅
を
訪
ね
て
み
る
と
、

作
業
場
は
ま
る
で
お
花
畑
の
よ
う
で

し
た
。
お
花
が
届
い
た
人
も
笑
顔
に
な

る
よ
う
に
と
、
心
を
込
め
て
栽
培
し
て

い
る
と
の
こ
と
。
き
っ
と
全
国
で
、
笑

顔
の
花
が
咲
く
こ
と
で
し
ょ
う
。（
Ｏ
）

▲蔵王園地に眠る岡田虎二郎

▲静坐碑（田原城　三の丸）

※
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー

　
ス
イ
ス
の
実
践
教
育
学
者
。
貧
民
の
救

　
済
の
ほ
か
近
代
教
育
の
基
礎
を
築
い
た
。

※
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